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研究成果の概要（和文）：  青年期から成人期にかけて対人的枠組み（IＷＭ）や対人的経験の認知に関する17～19年
にわたる縦断的検討を行い、質問紙・生育史・面接調査のデータを用いて量的・質的な検討を行った。
  その結果、1)2時期の得点にはある程度の安定性があること、2)IＷＭ得点の上昇に関与する要因として夫との関係が
大きいこと、3)成人期の適応や仕事への取り組みに関して、成人期の対人的要因や状況要因の他に17～19年前に測定さ
れた青年期の対人的要因も関与していること、4)成人期の経験によって以前のIＷＭや母親との関係が大きく変わる場
合があることが示された。

研究成果の概要（英文）：We have carried out 17 or 19 years longitudinal studies around interpersonal frame
work (IWM) and cognition of interpersonal experiences using questionnaire, life history, and interview met
hod.
It was showed that 1) there were some stability between scores of two times, 2) good relationship with the
ir husband influenced to increase of IWM scores, 3) the adaptation or efforts at their work in adulthood w
ere affected not only by interpersonal and situational factors in adulthood but also by variables in adole
scence measured 17 or 19 years earlier, and that 4) there were some cases that changed fairly their IWM sc
ores or relationship to their mothers by experiences in adulthood.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
発達心理学において縦断的研究がもつ意

義は大きいが、実施上のむずかしさから縦断
的研究によらずに横断的研究や retrospective
なデータに基づいて「発達的変化」とされる
ことも多い。しかし世界的に見れば大規模な
縦断的研究も行われてきており、貴重な知見
が報告されている。例えば Grossman & 
Grossman 編(2005)では愛着に関する９つの縦
断的研究がまとめられている。しかし研究の
蓄積は少なく、取り上げられる側面も限られ
ているし、幼少期から青年期までがほとんど
で、成人期にまでわたるものはきわめて少な
い。 
応募者はここ 10 数年、青年期から成人期

初期にかけて対人的経験の認知に関する縦
断的研究を行い、様々な観点から検討を重ね
てきた（山岸,2006 他)。被調査者の数は多く
なく、女性で且研究開始時に看護学生という
特定のサンプルであるが、対人的枠組みと過
去から現在にかけての対人的経験の認知に
関して、質問紙調査を中心に既に長いもので
は 11 年間（４時点）にわたっている。また
質問紙法によるデータ収集だけでなく、学生
時代、更に 7 年後にも生育史を記述してもら
ったり、11 年後には面接調査も実施して、現
在の状況だけでなく、生育の過程や縦断的研
究を行ってきた時期について retrospective に
語ってもらったりしてきた。 
そして各時点での対人的枠組み（内的作業

モデル（ＩＷＭ））やそれとの関連が予測さ
れる過去から現在にかけての対人的経験の
認知に関する様々なデータを得て、青年期か
ら成人期初期の IＷＭや母親認知が発達と共
にどう変わるのか、変わらないのか－連続性
と変動性について縦断的な検討を行ってき
た。 

 
２．研究の目的 

1.で述べた様に、10 数年にわたり青年期か
ら成人期初期にかけて、対人的経験の認知に
関する縦断的研究を継続的に行ってきたが、
その被調査者が 30代後半から 40代前半にな
っている。彼女たちは職業人(看護職)として
活躍したり、あるいは家庭に入り子育てに従
事する等様々な人生を送っているが、成人女
性・職業人・母親としての経験を積む中で今
まで検討してきたことが更にどう変化する
のかしないのか、青年期から成人期のあり方
の安定性と変動性について縦断的な検討を
行う。変化の要因として成人期という時期に
共通する変化と、個人特有のものがあると考
えられるが、そこに関与している要因は何か、
どのような者が何によってどのように変化
するのかを質問紙と面接調査のデータを用
いて量的・質的に分析する。 
また成人期の適応についての指標を増や

して、青年期のあり方が成人期の適応を規定
する程度、そこに働く要因、どのような経験
が関与しているのかを明らかにする。更に今

までの調査で特徴があった者がその後どう
なったかについても検討する。 
 
３．研究の方法 
【被調査者】看護系の専門学校あるいは短大
3 年時に生育史の記述と質問紙調査に回答し
た者（第 1 グループは質問紙調査は翌年）の
内、連絡がとれた者に質問紙調査の依頼をし、
回答時に面接調査の依頼を行った。2 グルー
プの予定だったが、補足的に第 3 グループを
加えた。 
1) 1990 年度卒業生（1990 年生育史、1991
年－1995 年に質問紙調査実施）－19 名（内
1991 年のデータがある者 15 名、面接は 11
名(9 名) 
2) 1994 年度卒業生（1994－1996－2001－
2005 に調査実施）－40 名、面接は 19 名 
3) 1995 年度卒業生（1995－1997 に調査実施）
－22 名、面接は施行せず。 
年齢は（以下 1)2)3)順に）40～42／37～39
／38～40 才。有職者はほとんどが看護職（看
護師が多く（一部はパート職）、保健師・助
産師・看護教員・養護教諭が各 1 から数名）。
専業主婦 3／6／2 名。既婚者 13／27／20 名、
子どもがいる者 13／24／18 名。 
【調査時期】1)2010 年 6～8 月 2)2011 年 6
～9 月 3)2013 年 1～2 月 
【質問紙調査】今までの調査と同じ項目と新
たにつけ加えた項目から成る。1)IＷＭ尺度
（詫摩・戸田）18 項目 2)対人的態度を見る
ものとしてエゴグラム（NP、A）20 項目 3)
両親の養育態度 15 項目 4)過去から現在の 9
時期の全体的適応感 5)時間的展望尺度（白井）
13 項目  6)レジリエンス尺度－感情の統
制・メタ認知・肯定的未来志向・首尾一貫
感覚等（小塩他）29 項目 7)現在の満足度－
家庭や仕事等 9項目 8)自分にとって重要だ
ったことに関する自由記述 9)円環母子画
－幼児期・短大時代・現在（第 1グループ
はなし）。6) 7) 9)は新規に実施。6) 7)は 5)
と共に現在の適応の指標として付け加えた。  
【面接調査】卒業後どのように過ごしてきた
か、つらかったこと・大変だったこと、自分
にとって重要だったこと、子育て・仕事の意
味。生育の過程について、特に印象的だった
こと、重要だった人。自分は変わったか、親
に対する気持ちは変わったか。今気にかかっ
ていること、充実感を感じていること等、半
構成的面接を行った。計 40 分～1 時間程度。
（なお第 3グループは面接ができなかったた
め、生育過程および卒業後のことについて記
述してもらい、また配偶者の IＷＭ等につい
ても回答してもらった。） 
【得点化】今までの研究と同様 IＷＭ得点
－Secure－(Ambivalent +Avoidant)／2 を
算出した。各尺度それぞれについて（新規
項目は因子分析により項目を選択した上で）
合計点もしくは平均点を算出した。 
 
４．研究成果 



１) IＷＭ得点他の安定性・変動性 
今までにも青年期から成人期初期にかけ

て安定性・変動性を検討してきたが、本研
究では 3 グループに関して 17～19 年経っ
た後の 2 時期の得点間の相関を分析した。 
その結果a) 2時期の得点間の相関係数は比
較的高い場合が多く、年数が増えても数値
が大きく下がることはなかった。 b)過去か
ら現在の適応感も大きく変わる者は少なか
った。c) IＷＭ総点に関しては、ほとんど変
わらない者と大きく変化する者の両方が見
られた。 
 
２) ２時期（青年期・成人期）の IＷＭ得点の
あり方と成人期の関連 
①1991 年にも質問紙調査に答えた 15 名
（第 1 グループ）に関して、1991 年と 2010
年の 2 時期の IＷＭ得点を使って 4 つの群
－高得点群、上昇群、下降群、低得点群―
に分けて、成人期の特徴を検討した。その
結果 a) 現在の適応に関する得点は高得点
群と上昇群で高かった b)上昇群の者は夫
とよい関係をもつ者が多く、また仕事より
も家族を大切とする傾向が見られた c)下
降群は他群よりも夫の理解が得られないこ
とや、仕事に対する熱意を述べる傾向が見
られた。 
 
② 第 2 グループでは 40 名のデータが得られ
たので、2 時期の対人的要因と適応感との
関連について量的な分析を行った。その結
果 a)成人期の IＷＭ等と成人期の適応感の
3 つの指標との間にプラスの相関が見られ
たが、それだけでなく、b)青年期の対人的
要因も成人期の適応と関連すること、時に
相関の値が成人期を上回る場合もあること
が示された。IWM はその後の適応に関与
するとされているが、本研究では 17 年間
という長い間隔を経ても、以前の対人的枠
組みのあり方が適応に影響することが縦断
データにより実証的に示された。更に c)重
回帰分析でも、現在の時間的展望には現在
の IＷＭが大きく寄与している一方、レジ
リエンスと生活満足度では青年期の要因の
寄与の方が大きいことが示された。 
 
③1994 年の調査に回答し 2011 年の質問紙
と面接の両方に回答した第 2 グループの
19 名に関して、2 時期の IＷＭ得点から 4
つの群ー高得点群、上昇群、下降群、低得
点群―に分け、一方で面接の語りから仕事
に対するやりがい感（意味・重要性を感じ
ている、自己効力感をもっている）が高い
かどうかで 2 群に分類し、その関連につい
て検討した。その結果、a)やりがい大群は
青年期・成人期共に IＷＭ得点が高い高得
点群の者が多く、その他はやりがいのある
仕事に出会えた者であった。ｂ)やりがい小
群は青年期に IＷＭ得点が低かった者が多

く、その他はやりがいのある仕事につけな
い事情がある者であった。青年期の IＷＭ
が成人期の生き方（仕事への取り組み方）
に影響していること、またそれだけでなく
成人期の状況要因も関与していることが示
された。 
 
④第 2 グループと第 3 グループの各 19 名
／22 名について、IＷＭ得点から高群／中
程度群／低群に分けて、母子画との関連を
分析した。位置関係に関しては、幼少期は
第 2 グループでは内包・内接が多く一体的
なとらえ方が優勢なのに対し、第 1 グルー
プでは交差・外接や分離型の方が多く、特
に低群は分離型が多いという特徴が見られ
た。現在は分離のものが多かったが、第 2
グループでは低群の４名が外接型であり、
現在の IWM 得点が最低の３名が該当して
いた。IWM 得点が低い者は母親と心理的
に密着していることが示唆されている。グ
ループ間で結果が大きく異なっており、振
り返りの機会の違いによるのか等更に検討
することが必要である。 
（なお第 3 グループには試みに夫の IＷＭ
についての質問をつけ加えたが、2 つの不
安定群で大きく異なる結果が得られた。 
 
３) 青年期に記述された生育史の良好さ・問
題性と成人期のあり方との関連についての
質的検討 
①今回面接をした者の内、1991 年にも回答し
ている者 9名（第 1グループ）に関して、青
年期に書いた生育史から生育の過程が良好
な者、いくらか問題がある者、より深刻な問
題がある者の 3つのグループに分類した。該
当者は各 3－3－3 名であった。3 群の面接プ
ロトコルや2回の質問紙調査の結果を分析し
た。その結果 a)生育過程が良好だった者が現
在特に良好ということはなく、問題群も理解
ある受容的な配偶者によって IＷＭ得点が上
昇した者も見られ、IＷＭや適応の連続性は
必ずしも連続的ではない。但し意識的な認知
は好転しても、行動や感情には影響が残る場
合もある。b)成人期の対人的認知や適応を
規定するものは、どのような人と会いどの
ようなかかわりをもつか 特に夫が重要で
あること（同性の少し年長者も）、内省力が
関与していることが示された。c)成人期の
仕事への取り組みとの関連に関しては、良
好群は充実感をもち、小問題群は家庭の方
が大事とし、問題群は仕事を生きる上での
手段ととらえている者が多かった。 
 
②青年期に記述してもらった生育史におい
て母親との関係に顕著な問題があった者及
び良好な関係をもった時期がなかった者 5
名（第 2 グループ 山岸 2000 で分析）に



ついて、面接での母親に関する語りを分析
した。2 名は母親との関係が好転し、肯定
的な関係になっていた（内 1 名は怪我をし
て介助してもらったことがきっかけ、もう
1 名は特にきっかけはない）。他の 3 名は関
係の質はかわっているが、状況によって問
題が生じたりしていた。生育の過程に顕著
な問題があっても、17 年間の様々な経験を
通して大きく変る場合もあることが示され
ている。 
 
４)親との関係の変化 
母親との関係については、青年期・青年

期から 30 代前半について検討してきたが
（山岸 2000、2009）、本研究では 30 代前
半と今回の 30 代後半の比較を行った。そ
の結果、30 代前半よりも肯定的な認知が減
少し、母親への批判が増えていた。それら
をもたらした要因として、子育ての経験が
増したことが関与していることが伺えたが、
その他自分の成長・父親との関係や姑を見
てという記述も見られた。特に母親群で母
親との関係性が弱くなる傾向が見られた。 
 父親との関係に関しては、母親に比べて
肯定的に語られる割合がやや多く、否定的
に語られる場合がやや少なかった。子あり
群・既婚群の方が未婚群よりも肯定的であ
り、結婚子育ての経験が父親の再評価・親
密性を生じさせていることが示唆された。 
（なお看護系ではない文系の卒業生（同年
齢）7 名に試みに面接調査をしたところ、
文系は看護系の 30 代前半と似ていたが、 
子どもの年齢が 5 才くらい異なることとの
関連が示唆された。） 

 
５）以上の成果をまとめると、 
青年期から成人期にかけて 17～19 年にわ

たる縦断的な検討を行い、質問紙及び面接調
査のデータを用いて量的・質的に検討した結
果、2 時期の得点間の相関は比較的高くある
程度の安定性があること、IＷＭに関して変化
をしている者としていない者があり、得点の
上昇に関与する要因として夫との関係が大
きいこと、また成人期の仕事への取り組みや
適応に関して成人期の要因の他に青年期の
対人的要因が関与していること、また親との
関係に関して共通の変化と個人による変化
があることが示された。 

17～19 年間という長い間隔を経ても、以
前の対人的枠組みのあり方が成人期の適応
や仕事への取り組みに影響することや、成
人期の経験によって以前の IＷＭや母親と
の関係が大きく変わる場合があることが示
された。それらのことを長期間にわたる縦
断データによって実証的に検討する研究は、
国内外を問わずほとんどなされていない。
本研究は被調査者は少ないものの、先駆的
な研究であり、大きな意義があると考える。
今後更に縦断的研究を続け、今回の結果が
安定したものなのか、そして成人期の経験

を更に積む中でどう変化していくのか等検
討することが必要と考える。 
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